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第２節　戦後農政の展開と農業の近代化
１　戦後農政の推移 174
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３　農業基盤整備事業 189
４　農業改良事業の進展 193
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１　漁業制度の改革と漁協の成立 206
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３　水産資源の開発と漁業補償 222
４　李ラインと竹島問題 225
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１　工業の実態と工場誘致政策 233
２　電源開発と鉱山の開発 242
３　商業の発展と市場の開拓 248
４　中小企業の育成と商工会議所 256
５　交通運輸機関の整備 261
６　観光事業の発展 269

第５節　土木行政の展開
１　治山・治水事業の進展 273
２　道路・港湾の整備 278
３　建築行政と住宅団地 289
４　都市計画 292
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５　社会保険事業 317
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３　ベビーブームと高校生急増対策 403
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２　社会教育体制の整備 412
３　婦人会と青年団 416
４　文化財の保護 419
５　保健体育の振興 420

第６節　新しい文化の普及
１　新生活運動と迷信解消運動 423
２　マスコミの普及 424
３　農村生活の近代化 427

第６章　総合開発と将来への展望
第１節　国土総合開発法と本県の総合開発

１　国土総合開発法の公布 431
２　島根県の総合開発 433
３　特定地域総合開発の構想 436

第２節　出雲地域の総合開発
１　大山・出雲特定地域の総合開発 437
２　斐伊川・宍道湖・中海総合開発計画 443
３　中海臨海地区開発計画 449

第３節　石見地域の総合開発
１　江川流域の開発と水資源調査 452
２　石見臨海地帯の総合開発 454
３　三瓶地域の総合開発 456

第４節　隠岐島の総合開発
１　離島振興法の制定 457
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２　隠岐島の総合開発 459
第５節　中国地方開発促進法と本県の総合開発

１　中国地方の開発と中国縦貫自動車道 461
２　新産都市と地方開発都市 467

第６節　農業関係特殊立法による総合開発
１　農業振興特殊法の制定 468
２　積雪寒冷単作地帯農業振興計画 469
３　急傾斜地帯農業振興計画 470
４　特殊土壌地帯農業振興並びに災害防除計画 471
５　湿田単作地域農業改良計画 473
６　海岸砂地地帯農業振興計画 473
７　畑地農業振興計画 474

第７節　島根県総合振興計画
１　島根県総合振興計画樹立の必要性 476
２　総合振興計画の内容 478
３　島根県の将来 481

新修島根県史　史料篇１　古代・中世　目次 ページ
古代

１　六国史抄録 1
日本書紀 1
続日本紀 4
日本後紀 16
続日本後紀 18
日本文徳天皇実録 21
日本三代実録 23

２　諸史料抄録 35
類聚国史 35
本朝世紀 38
扶桑略記 41
百錬抄 44
類聚三代格 45
類聚符宣抄 50
続左丞抄 51
別聚符宣抄 53
政事要略 54
朝野群載 67
延喜式 71

３　出雲国風土記 95
４　正倉院文書 120

隠伎国正税帳 120
出雲国計会帳 123
出雲国大税賑給歴名帳 131
優婆塞貢進解 147

５　主税寮出雲国正税返却帳 148
６　諸家文書 164

石清水文書 164
千家文書 168
久利文書 171
益田家什書 173
神祇官諸社年貢注文 174
八条院領目録 180
源頼朝下文案 181
成勝寺年中相折帳 182

中世
出雲
１　出雲大社文書 185
２　千家文書 193
３　北島文書 252
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４　日御碕神社文書 275
５　小野文書 314
６　鰐淵寺文書 332
７　青木文書 374
８　迎接寺文書 377
９　揖夜神社文書 385
１０　岩屋寺文書 387
１１　秋上文書 402
１２　雲樹寺文書 414
１３　安国寺文書 420
１４　内神社文書 424
１５　中沢文書 426
１６　成相寺文書 426
１７　春日文書 432
１８　朝山文書 436
１９　波根文書 441
２０　総光寺文書 443
２１　大林寺文書 445
２２　法王寺文書 447
２３　多久和文書 447
２４　竹矢文書 447
２５　晋叟寺文書 451
２６　覚融寺文書 454
２７　秦文書 456
２８　清水寺文書 458
２９　諏訪文書 461
３０　佐太神社文書 462
３１　陶山文書 464
３２　木佐文書 464
３３　中林文書 465
３４　田部文書 465
３５　永田文書 466
３６　蒲生文書 467
３７　坪内文書 469
３８　清安寺文書 470
３９　晴木文書 471
４０　須佐文書 472
４１　米村文書 472
４２　松阿弥文書 473
４３　真名井神社文書 473
４４　稲田文書 474
４５　土屋文書 474
４６　城安寺文書 474
４７　山名文書 474
４８　新石文書 475
４９　山本文書 476
５０　蔭凉寺文書 476
石見
５１　武明八幡宮文書 477
５２　荘厳寺文書 481
５３　飯田文書 484
５４　内田文書 485
５５　庵原文書 485
５６　万福寺文書 490
５７　妙義寺文書 490
５８　大宮文書 493
５９　平田文書 495
６０　全長寺文書 497
６１　中島文書 498
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６２　原屋文書 499
６３　草野文書 501
６４　清水文書 503
６５　林文書 505
６６　物部神社文書 508
６７　金子文書 509
６８　白石文書 510
６９　笠井文書 511
７０　米原文書 512
７１　竹下文書 513
７２　本城文書 514
７３　藤間文書 515
７４　森木文書 515
７５　西楽寺文書 516
７６　竹内文書 517
７７　森文書 517
７８　多胡文書 518
７９　多田文書 520
８０　橋本文書 520
８１　岡本文書 521
８２　鷲原八幡宮文書 522
隠岐
８３　笠置文書 523
８４　村上文書 527
８５　村尾文書 528
８６　焼火神社文書 529
県外
８７　経久寺文書 531
８８　鴻池文書 531
８９　萩藩閥閲録 533
史料要目（中世編） 565
史料編年目録（中世編） 575
索引（中世編） 641

新修島根県史　史料篇２　近世上　目次 ページ
出雲・隠岐

１　堀尾古記（天正１２～正保元） 1
２　堀尾家記録（元亀元～寛永１０） 11
３　毛利様御代検地帳（天正１９） 22
４　禅定寺領打渡坪付（文禄４） 61
５　隠州別府検地帳（慶長４） 68
６　堀尾忠晴給帳（寛永） 84
７　京極忠高給帳（寛永） 98
８　松平直政給帳（寛永１５～明暦元） 114
９　広瀬藩給帳（延宝２改） 125
１０　雲陽大数録（宝暦） 130
１１　増補隠州記（貞享５） 169
１２　隠岐御役人御更代覚（慶長４～天保６） 262
１３　隠岐諸色年代略記（宝暦１１） 315
１４　御触書留（文政１２） 327
１５　義田定法書（延享４） 346
１６　郡奉行江演説覚（延享４） 347
１７　御要用銀一巻（延享５） 349
１８　泉府方御書出（寛延２） 351
１９　銭泉府仕法帳（宝暦元～１２） 352
２０　御勝手方御書出幷調達割府承知判形帳（宝暦１２） 357
２１　五万俵割中面以上之人別留（明和５～元治２） 363
２２　出入捷覧（明和４～天保１３） 376
２３　周吉郡中直段書上他（天明５） 451
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２４　仁多郡諸色直段書出帳（寛政３） 455
２５　郷町諸色直段下リ定帳（天保１３） 462
２６　隠岐四郡御物成覚（享保５） 469
２７　母里藩租税方法記 470
２８　農政剳記（貞享４～寛延元） 475
２９　雲陽郷方古今覚書（慶長元～安永元） 498
３０　地方準縄 511
３１　出雲十郡殿合伺書（天明７） 528
３２　仁多郡方殿合主法受書（文化１２） 532
３３　仁多郡村割殿合主法受書（文化１２） 543
３４　仁多郡人別殿合主法受書（文化１２） 551
３５　越智郡津戸村五人組御仕置帳（文化８） 554
３６　周吉郡釜村差出帳（正徳３～宝暦６～文政６） 561
３７　大庄屋被下物幷勤方覚（天保６） 569
３８　美保関港制札写（寛文１２～天和３） 570
３９　他国出禁止幷入来差免品目（元禄８） 572
４０　抜荷・抜商触書（正徳～享保） 573
４１　隠州島後船手諸法度極書（文化４） 575
４２　鉄方御条目（宝暦１１） 577
４３　鉄山旧記（正徳～嘉永） 584
４４　享保御買鉄一途（享保７） 613
４５　楯縫郡大川末新田開発願（寛文１３～宝暦４カ） 629
４６　楯縫郡大川末新田願（享保１９） 635
４７　赤塚市場尻植松場証文（享保１７） 637
４８　卜蔵新田開発記録（享保６～文化） 638
４９　年中農業行事記（寛政５） 653
５０　神門出雲楯縫郡反新田出精仕様書（文政３） 666
５１　仁多郡湯村槻屋村紙漉御法承知判形帳（宝暦９） 686
５２　宍道駅諸市願（天明３） 690
５３　加茂木綿市愁訴一途（文化４） 691
５４　宍道木綿市願（文化５～天保１２） 696
５５　加茂牛馬市関係願（文政２） 700
５６　宍道駅馬関係愁訴演説書（文政３） 705
５７　長崎御用俵物請書（天明５） 710
５８　隠州俵物新規稼幷増方等取極請書（享和元） 713
５９　隠州干鮑水練入漁新規取極請書（享和元） 719
６０　俵物之問屋船宿請書（享和元） 721
６１　平戸白浜浦青崎宇八隠岐出稼干鮑引請書（享和３） 724
６２　木原甚三郎渡海取極書付（享和３） 726
６３　俵物御用一途留（文化４） 731
６４　俵物村々割付改帳（文化４・６年～文政７改） 749
６５　島中無種大飢饉之救合幷褒美留（享保１７） 752
６６　隠州島前飢扶持拝借村別寄目録（享保１８） 760
６７　天明凶作一途（天明３） 762
６８　雲国民乱治政記（天明３） 774
６９　天保大凶作日記（天保７～８） 795
７０　御救麦正銀村々割賦帳（天保８） 804

新修島根県史　史料篇３　近世下　目次 ページ
天領

１　銀山要集・銀山旧記 1
２　銀山方取計 67
３　地方役所申渡書（文政１２） 68
４　御条目（天明８） 73
５　御触書請印帳（文化１１・１４・文政２） 76
６　代官廻村之節取締仰渡請印帳（天保３） 85
７　異国船渡来之節取締触書請印帳（嘉永７） 87
８　石州銀山諸運上並地方中御勘定目録（延宝５） 92
９　石州黒松分御検地帳（慶長７） 97
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１０　都治本郷御成箇割付（享保１５・１６・１７） 112
１１　御年貢幷諸入用取立勘定目録（宝暦１０） 115
１２　御廻米納方仕法書（寛政３） 121
１３　御廻米納方申合儀定書（文化８） 125
１４　大阪御廻米諸入用請割帳（文政８） 127
１５　石見国高郷村帳（宝永元） 130
１６　安濃郡吉永村上組五人組改帳（享保１３） 145
１７　料内村々役人一同歎願書附（天保１０） 150
１８　邇摩郡温泉津村申合議定書（嘉永７） 153
１９　土居原鈩山内申渡書（寛政２） 160
２０　銑鉄下直ニ付鈩師一統立会申談ル一件（文化２） 164
２１　長良鈩定書（文化５） 168
２２　銑売捌方仕法書（文化８） 173
２３　温泉津湊問屋中定書（文化２） 175
２４　大浦湊魚問屋定書（文政２） 177
２５　廻船取締方議定請書（嘉永５） 182
２６　諸色覚書（安永７～文化４） 185
２７　天明三年大田在町騒動記（天明３） 233
２８　一揆之節寸志遣候覚帳（慶応２） 248
２９　吉永記 256

浜田藩
１　浜田御城地目録（元和５～天保１０） 271
２　石浜武鑑（延享４） 280
３　浜田藩中御名録（安政２） 303
４　松平康映入部掟書（慶安３） 308
５　御制禁御触書（元禄９・１２） 310
６　浦方御条目（宝暦９） 316
７　倹約御触書（嘉永４） 320
８　石懸り一件日記（嘉永４） 324
９　朝鮮竹島渡航始末記（享保７～８） 328
１０　侵入防長軍対浜田藩贈答書面写（慶応２） 336
１１　小石見検地帳（天正１１） 339
１２　矢上村社領・西光寺領坪付（慶長６） 374
１３　定免状之事（享保１５・１６・１７） 375
１４　村方諸物入等定法請書（宝暦１０） 377
１５　五人組御条目帳（天保９） 379
１６　浦方諸事書上帳（慶応２） 391
１７　鈩山買請羽書（文化５） 397
１８　鉄穴定書之事（文政６） 399
１９　添谷鈩一件取噯書（嘉永元） 401
２０　鉄売立惣平書抜帳（安政４） 406
２１　木地議定書（文化５） 411
２２　阿須那牛馬市関係文書（明暦２～元治元） 412
２３　浦運上物覚（慶安３） 420
２４　浦役船持共江被下定書（延宝５） 421
２５　網役定書付（貞享５） 422
２６　魚荷出役覚（元禄９） 423
２７　浦役勤向覚（元禄１３） 424
２８　七浦諸色見合（享保９～天明６） 425
２９　諸荷物運賃定書（享保１１・１４） 432
３０　運上壱割増覚（天保６） 435
３１　長浜浦直売買物定（安永６） 437
３２　出羽駅古法書付（寛政３） 438
３３　諸物価値下届覚（文政３） 440
３４　浜田城下諸色申伝・諸職人商売人等控（宝暦～明和） 442
３５　享保飢饉餓死病死帳（享保１７～１８） 455
３６　極難人米割賦帳（天明４） 462

津和野藩
１　亀井家代々略記（天正～文政） 466
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２　津和野御打入之節諸士（元和３） 477
３　亀井茲政代知行切米帳（寛文２） 480
４　諸士知行附（享保１８） 490
５　津和野町方諸雑書 494
６　丁丑・庚子並宝暦十年御条目（寛永１４・万治３・宝暦１０） 497
７　山林竹木御書出（正徳３） 502
８　米札通用御条目（享保１６） 505
９　御条目・御法度書（文化７） 508
１０　御達書（文政１０） 511
１１　御条目御改之廉々（天保１３） 516
１２　御直書・御達書・郡代書状並書上（嘉永７） 523
１３　在中御条目（文久元） 527
１４　在中御法度筋御示書（文久元） 529
１５　在中御条目御法度之内御改書（文久２） 535
１６　御直書（文久３） 537
１７　御転法覚書（慶応３） 539
１８　御勘定帳一巻大意紙一巻大意（寛永～嘉永） 541
１９　御仕組ニ付口上書（文化４） 564
２０　無尽頼母子御取立書類（文政１３） 566
２１　高津土蔵現質取入議定（天保１５） 570
２２　御勝手向江出金銀覚（天保５～安政４） 572
２３　波佐両村惣百性請書（寛保３） 578
２４　庄屋仲間儀定書（宝暦９） 585
２５　庄屋役勤方心得口演書（文化２） 590
２６　郡中諸向取計覚（文化１２） 593
２７　津和野藩紙漉覚書（寛永～文政） 613
２８　楮苗作り方之事（卯正月） 649
２９　枦苗作り立主方書（天保１３） 650
３０　出誠講旨趣（嘉永２） 652
３１　樋口村騒動一件覚書（文化２） 657
３２　有田村百姓騒動並河内百姓歎出書類（天保２） 665

新修島根県史　史料篇４　近代上　目次 ページ
１　山口藩石州支配 1

「石州本陣沙汰控」 1
「豊石万控」 10
「石見国大森宰判本控」 15
「御用帳」 18

２　山陰道鎮撫使事件 25
「太政官公文録」 25
「山陰道鎮撫使記録」 27
「山陰道鎮撫始末書」 28
「西園寺公山陰道鎮撫総督事情」 37
「太政官日誌」 37
「鎮撫使西園寺公望様御本営へ家老大橋筑後呼出一件書面」 38

３　隠岐騒動 40
「太政官公文録」 40
「維新史資料」 53
「明治元年御用日記」 54

４　版籍奉還　三治制 55

58
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